
（いぐさ） 

農薬使用時はラベルをよく読み、記載された登録内容に基づいて使用するとともに、農薬の使用を指導する際は最新の登録情報を入手してください。 

１ イグサ紋枯病【病原体：Rhizoctonia 属菌（糸状菌）】 
 

Ａ 発生生態 

   一般に６月上旬から発生がみられ、６月下旬から病勢進展し被害が出る。梅雨明けが遅くなると被害も多

く、冠水地域で被害が大きい。伝染源は、水田や畦畔、前年のり病茎や株等で越冬した菌核で、まず、葉梢

に感染し、茎の伸長とともに病斑は上部に達し、隣接茎に伝染し被害を大きくする。 

  
 

Ｂ 化学薬剤以外の防除方法 

  １ り病茎や株等代掻き時の浮遊物を除去する。 

  ２ 健全苗を使用し、連作を避ける。 

  ３ マツバイやヒエ等の除草に努める。 

  ４ 窒素肥料の多用や常時湛水を避ける。 

 ５ ほ場で発病が認められたら、早めに収穫し、速やかに乾燥する。 

 

Ｃ 薬剤防除のポイント 

  防除は、発病初期をねらって行う。７月上旬には薬剤散布も困難になるので、耕種的防除に努める。また、  
 刈取後、発病茎がある場合には健全茎に伝染する恐れもあるので、刈取前の防除を徹底し、刈取後は速やか  
 に乾燥する。 

 

  



（いぐさ） 

農薬使用時はラベルをよく読み、記載された登録内容に基づいて使用するとともに、農薬の使用を指導する際は最新の登録情報を入手してください。 

２ 冬紋枯病【病原体：Corticium 属菌（糸状菌）】 

 

Ａ 発生生態 

  １ 本病原菌は、麦の株腐病菌と同一種である。伝染源は、前年の病茎や病株で、越冬した菌糸や菌核であ

る。発病時期は、１０月頃から八月苗床で発生する。 

  ２ 発病初期は、地際部や土中の茎に病斑を形成し、立毛中では認めにくいが、後期になると病斑部から折

れる。 

 

Ｂ 化学薬剤以外の防除方法 

  １ 同じ苗床での連作を避ける。 

  ２ 健全苗を使用する。                 

  ３ 深植を避ける。         

  ４ 感染源になるので雑草を除去する。          

  ５ 窒素の多用を避ける。 

 

 

 

  



（いぐさ） 

農薬使用時はラベルをよく読み、記載された登録内容に基づいて使用するとともに、農薬の使用を指導する際は最新の登録情報を入手してください。 

３ 立枯れ症【病原体：不明】 
 

Ａ 発生生態 

  １  八月苗床及び本田で発生、枯死する。八月苗床では、落水後に発生が目立つことが多い。本田では、年  

明けから３月頃にかけて次第に枯れ込むことが多い。 

 ２ 株間で伝播することはない。 

  ３  原因はまだ究明されていないが、病原菌、高温障害（八月苗床）、土壌環境等があげられる。 
 

Ｂ 化学薬剤以外の防除方法 

  １ 畑苗床の連作を避ける。 

  ２ ３年間隔で種苗更新を行う。 

  ３ 育苗時に異常株を除去する。 

  ４ 良好な土壌環境を作るため、畑苗床に完熟堆肥を十分施用する。 

 

  



（いぐさ） 

農薬使用時はラベルをよく読み、記載された登録内容に基づいて使用するとともに、農薬の使用を指導する際は最新の登録情報を入手してください。 

４ イグサシンムシガ 

 

Ａ 発生生態 

   イグサシンムシガは年５～６回発生し、いぐさ地際部の茎中やまれに雑草の茎中に中・老齢幼虫で越冬す 
 る。発生消長は、気象条件及び耕種条件によってかなり変動するが、発蛾最盛期は、越冬世代成虫が４月上 

 旬～５月上旬、第１世代成虫が６月上旬、第２世代成虫が７月上旬、第３世代成虫が８月上旬、第４世代成 
 虫が９月上～中旬である（なお、近年のアグリシステム総合研究所のデータでは、第４世代成虫の発蛾最盛 
 期が、８月中～下旬に前進化している）。 

   
Ｂ 化学薬剤以外の防除方法 

  １ 株分け時に食入茎を丁寧に取り除く。                  

  ２ 産卵及び孵化幼虫の食入を防止するため、第２世代幼虫期に５ｃｍ以上の深水状態を保つ。 

  ３ 刈跡の残株は耕耘・埋没する。また、休耕及び畦畔等の雑草防除を徹底する。 
 
Ｃ 薬剤防除のポイント 

 １ 第１世代幼虫を対象に４月上旬～５月中旬に２～３回、第２世代幼虫対象に５月下旬～６月下旬に２回

程度広域防除を徹底する。特に第１世代、第２世代幼虫を徹底防除することにより、その後の被害が減少

するので、必ず実施する。 

 ２ ６月に孵化した第２世代幼虫は、主として長茎になる茎を１頭で３～４本加害し枯死させるので、この

時期の防除が重要である。 

 ３ ９月中～下旬に孵化した第５世代幼虫は（越冬世代幼虫）は、八月苗を食害後越冬し、翌年の発生源と

なるので、八月苗床の防除を徹底する。 
４ 畑苗については、本田と同時期に防除を行う。 

５ 孵化直後の若齢幼虫は、薬剤感受性が最も高く、効果的な防除が可能であるので、発蛾最盛日を中心に

７日間隔で防除する。 
６ 病害虫防除所から発表される発蛾最盛日（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/75/125504.html）を

参考にし、防除時期を判断する。 

             
                                         
                                イグサシンムシガ 
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